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お巧い合わせ巧一覽 


化ずお守り<ださい 


お困りのとをや、ご不明な点などございました 
5、お気軽に下記お問い合わせ窓□までご連絡 
<ださい。 


ご使用の前に、必ず「を全上のごま意」 （な裏 
面）をお読みになり、正しくままにお使いくだ 
さい。 


ソフトバンクカスタマーサポート 
燃をミ巧 

ソフトバンク携帯電話か5 1日7 (無料) 
-般電話か5喔 )0800-9 1日-01已7 (無料) 


紛巧 • が障受付 

ソフトバンク携帯電話か5 113(無料) 
-般電話か5喔 )0800- 白 19-01 13 (無料) 


ソフトパンクモバイル国隐コールセンター 

お外か S のおいをわせ 
および咨難 • 紛巧のご運描 

+8 1-3-53 己 1-3491 

(有料、ソフトバンク携帯電話か引よ無料） 


端子ち巧独させないで！ 

金属類などで端子を接続すると 
火災や故障などの原因となります。 



巧招-改造しないで！ 

けが、感電などの原因となります。 



濡5さないで！ 

発熱や感電、故障などの原因と 
なりまず。 



指定品なかは巧わないで！ 

電池パックの漏液や発乂、 
故障などの原因となります。 



加熱しないで！ 

電池パックの破裂や発火などの 
原因となります。 



電おパックは特にを意！ 

扱いかたを誤ると、漏液や発熱、 
破裂、発乂などの原因となりま 
L す。 





















マナーについて 


携帯電話機の電波比吸収率 (SAR) について 


♦病院はもちろん映画館などでち、電源を切りま 
しよラ。 

♦淸行機内で携帯電話が使用できる場合は、航空 
会社の指示に従い適切にご使用ください。 

• 電車の中などでは車内アナウンスや掲示に従い 
ましよ つ。 

♦運起中の使用は、法律で禁止されていまず。 


マナーを巧るための话利な機能 


マナーモー 


電話がかかってきたときなどに、着信音を鳴ら 
さずに振動でお知6せします。 


電液 OFF モード 


電源を入れたままで、電波の送受信を停止しま 
ず。 


留守番電話サービス 


電液の届かない場所にいるときや電話に出5れ 
ないときなどに、留守番電話ヴービスセンター 
で伝言メッセージをお預かりしまず。 


この機種1 03 P の携帯電話機は、国び定めた電波の人体吸収 
に関する巧術薑準に適合しています。 

この技術昼華*1は、人体頭部のそばで使用ずる携帯電話磯な 
どの無線機おか6送出される電波び人間の涯康に影譽を剧ま 
さないよラ、科学的巧拠に基づいて定められたをのでちり、 
人体側頭部に吸収される電液の平均エネルギー量を表ず比吸 
収率 （ SAR : S 日 ecific Absorption Rate ) について、これ 
び 2 W / kg *2 の許容値を超えない ことと していまず。この許容 
値は、使用者の年齢やさ体の大きさに関係なく十分なま全率 
を含んでお0、世界巧禮磯関 （ WHO ) と協力関保にある国際 
が電離放射線防護委員を ( ICNIRP ) が示した国隐的なガイド 
ラインと同じ値になっていまず。 

この携帯電話磯1 03 P の SAR は0.889 W / kg です。この値 
は、国び定めた方法に従い、携帯電話機の送信電力を最大に 
して測定された最大の値でず。個々の製品によって SA 阿こを 
少の黃異が生じることちありますび、いずれを許容値を満ち 
していまず。また、携帯電話機は、携帯電話冨地局との通信 
に必要な最ほ限の送信電力になるよう設計されているため、 

実稼に通話しているげ態では、通常 SAR はより小さい値とな 
0ます。 

側頭部な列のに置でご使用する場合 

この携帯電話機は、側頭部む巧のに置でも馆用可能です。 

キヤリングケース等のアクセサリをご使田ずるなどして、身 
体か51.已センチ LiU : 離し、かつその間に金属ほ B 分）が含ま 
れないよラにすることで、この携帯電話磯は電波防護の国際 
ガイドラインに適合しまず（《3)。 

巧巧な超機関は、 r 携帯電話び潛巧的な摺康リスクをちた6す 
かどラかを評価するために、これまで20年上にわたってを 
数の研究び行われてきました。今日まで、携帯電話使用に 
よって生じるとされる、いかなる健康影響ち確立されていま 
せん J と表明しています。 

SAR について、さ6に詳しい情報をおがりになりたい場合は、 
下記のホームページをごを照<ださい。 

総務省のホームページ 

http://www.tele.soumu.go.jP/j/sys/ele/index.htm 
一般社団ミち人電液産業をのホームページ 
http://www.arib-emf.org/index02.html 


技術基準については、電波法関連省ち（無線設備規則第 
14条の 2) で規定されています。 

《2平成9年に那政省電気通信技術審譲会により答申された 
r 電波防護指が」に規定されています。 

《3携帯電話機本体を側頭部けがでご使用になる場合の SAR 
の測定法については、平成22年3月に国際規格 
( IEC 62209-2) び制定されました。国の技術基準につ 
いては、平成23年10月に情報通信審議会より答申され 
ています。 

電波ばく露の影響に関ずる情報として、米国連邦通信委員舍 
( FCC ) の基準および欧州における情報を掲載しています。詳 
細は「米国連邦通信委員会 ( FCC ) の電波ば<露の影響に関 
する情報」「欧州における電波ばく露の影響に関する情報」を 
ご参照ください。 

r 米国連邦通信委員を ( FCC ) の電液ばく露の影響に関する情報」 
米国連邦通信委員会の指がは、独立した科学機関び定期的か 
つ周到に科学的研究を行った結果策定された基準に基づいて 
います。この許容値は、使巧ちの年齢や健康が態にかかわら 
ず十分に安全な値となっています。 

携帯電話機か6送出される電波の人体に対する影響は、比吸 
収率 ( SAR ; Specific Absorption Rate ) という単位を用い 
て測定します。 FCC で定められている SAR の許容値は、 1.6 
W / kg となっています。 

測定試験は機種ごとに FCC び定めた位置で実施され、下記の 
とおりに従って身体に装着した場合は日.30日 W / kg です。 
身体装着の場合：この携帯電話機 103 P では、一般的な携帯 
電話の装着法として身体から1.己センチに距離を保ち携帯電話 
機の背面を身体に向ける位置で測定試験を実施しています。 
FCC の電波ばく露要件を満たすためには、身体から 1.5 セン 
チの距離に携帯電話を固定でさる装身具を使用し、ベルトク 
U ップやホルスターなどには金属部品の含まれていないをの 
を選んで < ださし、。 

上記の条件に該当しない装身具は、 FCC の電波ばく露用件を 
満たさない場合をあるので使用を避けてください。 

比吸収率 （ SAR ) に関するさらに詳しい情報をお知りになり 
たい場合は下記のホームページを参照して<ださい。 

CTIA-The Wireless Association ® ( CTIA ) (英文のみ） 
http :// www . ctia . org / 


r 欧州における電液ばく露の影響に関する情き良」 

この携帯電話機1 03 P は無線送受信機器です。本品は国際指 
針の推奨する電波の許容値を超えないことを確認しています。 
この指針は、独立した科学機関である国際が電離巧射線防護 
委員会り CN 旧 P ) び策定したをのであり、その許容値は、使 
巧をの年齢や健康状態にかかわらず十分に安全な値となって 
います。 

携帯電話磯から送出される電波の人体に対する影響は、比做 
収率 （ SAR : Specific Absor が ion Rate ) という単位を用い 
て測定します。携帯機器における SAR の許容値は 2 W / kg で、 
身体に装着した場合の SAR の最高値は0.613 W / k 巨です。 
SAR 測定の際には、送信電力を最大にして測定するため、実 
篤に通話している状態では、通常 SAR はよりルさい値となり 
ます。これは、携帯電話機は、通信に必要な最低限の送信電 
力で基地局との通信を行ラよラに設計されているためです。 
世界巧德機関は、携帯機器の使用に関して、現在の科学情報 
では人体への悪影響は確認されていないと表明しています。 
また、電波の影響を抑えたい場合には、通話時間を短くする 
こと、または携帯電話機を頭部や身体から離して使用するこ 
とび出来る八ンズフ U — 用機器の利用を推奨しています。さ 
6に詳しい情報をお知りにな0たい場合には世界巧键機関の 
ホームページをご参照ください。 


世界保健機関（英文のみ） 
http :// www . who . int/emf 

Soft 目 ank 3 G 各機種の電波比恥収率 ( SAR ) -覧はこちら 
http :// mb . softbank . jp / mb / support /3 G / Dro 日 uct / sar / 







知的財産権について 


■肖像権について 

他人か日無断で写真を撮5れたり、撮5れた写真を無断 
で公表されたり、利用されたりずることびないように主 
張できる権利び肖像権です。肖像権には、誰にでち認め 
5れている人格権と、タレントなど経済的利なに着目し 
たお産権（パブリシティ権）があります。したびって、 
勝手に他人やタレントの写真を撮って公開したり、配布 
したりずることは違法行為となりますので、適切なカメ 
ラ機能のご使用をむがけてください。 

■著作権について 

音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データべ一 
スなどは着作権法により、その普作物およぴ营作権ちの 
権利び保護されていまず。こラした善作物を複製するこ 
とは、個人的にまたは家庭內で使用する目的でのみ巧ラ 
ことがでをます。上記の目的を超えて、権利ちの了解な 
<これを複製（データお式の変換を含む)、改変、複製物 
の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行うと、「著作権 
侵害」 r 著作者人格権侵害」として損害賠償の請まや刑事 
処罰を受けることびちります。本製品を使用して複製な 
どをなされるとまは、著作権法を遵守のラえ、適切なご 
使用をむびけていただをますよう、お願いいたします。 
また、本製品にはカメラ機能び搭載されていまずび、本 
カメラ機能を使用して記録したものにつきましても、上 
記と同様の適切なご使用をむがけていただをまずよラ、 
お願いいたしまず。 

•お客様は別途著作権をの許語なく本製品に搭載された 
ソフトウェアの全部または一部を、複製もしくは改変、 
八ードウェアか5の分離、逆アセンブル、をコンパイ 
ル、リバースエンジニアリングなどの行為を自らせず 
または第兰をにさせないで<ださい。またその利用を 
巧わないでください。 


本製品は、 MPEG -4 Patent Portfolio License、AVC 
Patent Portfolio License 及び VC -1 Patent Portfolio 
License にきづきライセンスされており、し: TF に記載す 
る行為に係るお客様の個人的かつ非営利目的の使用を除 
し、てはライセンスされておりません。 

•画慷情報を MPEG -4\/ isua 1、 AVC 、 VC - 1規格に華 
拠して似下、 MPEG -4/ AVC / VC -1 ビデオ）を記録 
すること。 

•個人的活動に従事する消費者によって記録された 
MPEG -4/ AVC / VC -1 ビデオ、または、ライセンスを 
うけた提供者から入手した MPEG -4/ AVC / VC -1 ビデ 
才を再生すること。 

詳細については MPEG LA , L . L . C . 

( http :// www . mpe 呂 la . com ) をご参照ください。 

MPEG Audio Layer -3 音靑圧縮巧術は 、 Fraunhofer 
I におよび Thomson か5ライセンスを受けています。_ 

Microsoft の、 Windows ®, Windows Vista がは米国 
Microsoft Cor 口 oration の米国およびその他の国におけ 
る商標または登録商標です。_ 

本書では各日 S (曰本語版）をなのよラに記載していま 
す。 

Windows ® 7は、 Microsoft *^' Windows ®? ( Starter 、 
Home Basic、Home Premium 、 Professional 、 
Enterprises Ultimate ) の略です。 

Windows Vista 巧は 、 Windows Vista ^ (Home 
Basic、Home Premium 、 Business 、 Enterprise 、 
Ultimate ) の略です。 

Windows ぉ XP は、 Microsoft ^ Windows '^ XP 
Professional operating system 、 または 
Microsoft ^ Windows ® XP Home Edition operating 
system の略です。 

Windows は Microsoft Windows operating system 
の略称として表記しています。_ 

Oracle と Java は 、 Oracle Corporation 及びその子会 
社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標で 
す。 


^jBlend 


アプリックス、 microJ 目 lend 及び 
JBIend 、 がびに、アプ U ックスま 
たは JBIend に関連する商標並びに 
n ゴは、米国、曰本国及びその他の 
国における株式会社アフ U ックスの 
商標または登録商標です。 


本製品には GNU General Public License ( GPL 、る、 
GNU Lesser General Public License ( LGPL ) その 
他に基づさライセンスされるソフトウェアび含まれてい 
ます。お客様は、当該ソフトウェアのソースコードを入 
手し、 GPLV 2 または LGPU こ従い、複製、頒布及びな変 
することびでさます。 


QR コードは株式を社デンソーウェーブの登録商標です。 
micro microSDHCdzH ま SD -3 巳， LLC の商標です。 


着うた®、着うたフル W は、 

株式会社ソニー-ミュージックエンタテインメントの登 
録商標です。 


「待ちラた■»」は KDDI 株式会社の登録商標です。 


Q Bluetooth* 


Bluetooth ® IS a registered 
trademark of the Bluetooth 
SI 白， Inc . 

The Bluetooth word mark 


and logos are owned by the Bluetooth SiG , Inc . 
and any use of such marks by Panasonic Mobile 
Communications Co .. Ltd . is under license . 

Other trademarks and trade names are those of 
their respective owners . 


本製品の目 luetooth ソフトウエア-スタックは株式会社 
ま芝び開発した Bluetooth ™ Stack for Embedded 
Systems Spec 2.0 を搭載しております。 


Powered by MascotCapsule ™ 

MascotCapsule ^ is a registered trademark of HI 
CORPORATION 

© 2012 HI CORP 白 RATI 日 N . 冉 II Rights Reserved . 


本製品の引渡か 5 みな < とち 3 年間、パナソニックモバ 
イルコ S ュニケーションス株式会社は下の問い合わせ 
先にお問い合わせされたちに、配布に要する実費をご負 
担いただくことをま件として、機器による読取び可能な 
GPL v 2/ L 白 PL び適用されるソースコードの複製物を提 
供いたします。 

<お問い合わせ先> 
pmc - cs @ gg . jp . panasonic.com 
また、ソースコードは下のウェブサイト経由で入手す 
ることちでをます。 

http :// panasonic . jp / mobile / gpl - s / 

なお、ソースコードの内容等についてのご質問にはお答 
えしかねますので、予めご了承ください。携帯電話から 
のダウン n —ドは巧えません。ダウン□ードはお手持ち 
のパソコンをご利巧くださし、。 

当該ソフトウてアに関する詳細 （GPL V2/L 白 PL の备ラ 
イセンス文含む）は、メインメニューから r 設定」一 
r 一般設定」一 「 GPL ライセンス等について」でご確認く 
ださい。 _ 

本製品は（ソフトバンク携帯電話の 
一部では)、インターネットブラウヴ 
および方ーラとして、株式を社 
ACCESS の NetFront 己 「owser お 
よび NetFront Messaging Client 
を搭載しています。 

Copyright © 2004-2012 ACCESS CO ., LTD . 
ACCESS 、 NetFrant は株式を社 ACCESS の曰本または 
その他の国における商標または登録商標です。 

本製品のソフトウ エアの一 部分に Ind 即日 ndent JPE 白 
白 roup び開発したモジュールび含まれています。 


養辯撫 uite 

ACCESS— 
























IrFront は、曰本国およびその他の国における株式会社 
ACCESS の商標または登録商標です。 

The IrDA Feature Trademark is owned by the 
Infrared Data Association and used under license 
therefrom . 

本製品に搭載している r 楽デコ」は、株式尝社アク n 
ディア r 絵文字しけが」の知的財産権によって保護されて 
います。_ 

S 日 FT 日 ANK およびソフトバンクのち称、□ゴは曰本国 
およびその他の国におけるソフトバンク株式を社の登録 
商標または商標です。_ 

COLOR LIFE . TV コール、 S ! アプ U 、 S !^- ル、させ 
かえアレンジ、デコレメール、 S ! 情報チヤンネル、 PC ヴ 
イトブラウヴ、お天気アイコン、 S ! 速報ニュース、 S ! 電 
話帳バックアッフ、安む遠隔□ック、 

モバイルウィジェット、楽デコ、 PC メールはソフトバン 
クモバイル株式会社の登録商標または商標です。_ 

「 Yahoo !」 および 「 Yahoo !」 fYlJ の□ゴマークは、米 
国 Yahoo ! Inc . の登録商標または商標です。 

本製品は 、 InterDigital Technolo 巨 y 社からのライセン 
スに基づき生産■販売されています。_ 

その他、本書に記載されているを社名および製品名は、 
各社の登録商標または商標です。 


General Notes 


■ Electromagnetic Safety 

• For bodv worn operation, tnis mobile phone has been 
tested and meets RF exposure guidelines when used with 
an accessory containing no metal and positioning the 
handset a minimum 15 mm from the body. Use of other 
accessories may not ensure compliance with RF exposure 
guidelines. 

■ FCC Notice 

• This device complies with part 15 of the FCC Rules. 
Operation is subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and 

(2) this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 

• Changes or modifications not expressly approved by the 
manufacturer responsible for compliance could void the 
user's authority to operate the equipment. 

■ FCC RF Exposure Information 

Your handset is a radio transmitter and receiver. It is designed 
and manufactured not to exceed the emission limits for 
exposure to radio frequency (RF) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U.S. Government. 

The guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organization through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies. The standards include 
a substantial safety margin designed to assure the safety of all 
persons, regardless of age and health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. 
The SAR limit set by the FCC is 1.6 W/kg. Tlie tests are 
performed in positions and locations (e.g. at the ear and worn 
on the body) as required by the FCC for each model. 

The highest SAR value for this model handset as reported to 
the F しし when tested for use at the ear is 0.638 W/kg, and 
when worn on the body in a holder or carry case, is 0.306 
W/kg. 

Body-worn Operation; This device was tested for typical 


body-worn operations with the back of the handset kept 1.5 
cm from the body. To maintain compliance with FCC RF 
exposure requirements, use accessories that maintain a 1.5 cm 
separation distance between the user's body and the back of 
the handset. The use of beltclips, holsters and similar 
accessories should not contain metallic components in its 
assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements 
may not comply with FCC RF exposure requirements, and 
should be avoided. The FCC has granted an Equipment 
Authorization for this model handset with all reported SAR 
levels e 伯 luated as in compliance with the FCC RF emission 
guidelines. SAR information on this model handset is on file 
with the FCC and can be found under the Display Grant 
section of http://www.fcc.gov/oet/ea/ after searching on FCC 
ID UCE 211049 A. 

Additional information on Specific Absorption Rates {SAR) can 
be found on CTIA-The Wireless Association® (CTIA) website at 
http://www.ctia.o が . 

■ European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is 
designed not to exceed the limits for exposure to radio waves 
recommended by international guidelines. These guidelines 
were developed by the independent scientific organization 
ICNIRP and include safety margins designed to assure the 
protection of all persons, regardless of aqe and health. 

The guidelines use a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR limit for mobile 
devices is 2 W/kg and the highest SAR value for this device 
when tested at the ear was 0.803 W/kg*. As mobile devices 
offer a range of functions, they can be used in other positions, 
such as on the body as described in this guide**. In this case, 
the highest tested SAR value is 0.613 W/kg***. As SAR is 
measured utilizing the devices highest transmitting power the 
actual SAR of this device while operating is typically below 
that indicated above. This is due to automatic changes to the 
power level of the device to ensure it only uses the minimum 


level required to reach the network. 

The World Health Organization has stated that present 
scientiTic information does not indicate the need for any 
special precautions for the use of mobile devices. They note 
that if you want to reduce your exposure then you can do so 
by limiting the length of calls or using a hands-free device to 
keep the mobile phone away from the head and body. 

* The tests are carried out in accordance with international 
guidelines for testing. 

"Please see Electromagnetic Safety for important notes 
regarding body-worn operation. 

*** A method of measuring SAR when a mobile phone is used 
at positions other than at the ear was established in 
March 2010 through an international standard 
(lEC 62209 -2). M に technical regulation was reported in 
October 2011 by the Information and Communications 
Council. 

World Health Organization 
http://www.who.int/emf 

List of Specific Absorption Rates {SAR) for radio waves by 
SoftBank 3G model 

http://mb.softbank.jp/mb/support/3G/product/sar/ (Japanese) 

■ Declaration of Conformity 

(€0168 

We, Panasonic Mobile Communications Development of 
Europe Ltd., declare that SoftBank 103P conforms with the 
essential and other relevant requirements of the directive 
1999/5/EC. 

A declaration of conformity to this effect can be found at 
http://panasonic.net/pmc/support/index.html 

• This product is only intended for sale in Japan. 

• Compliance to the European RITE directive applies to: 
SoftBank 103 P handset, Battery {PMBASl) and AC Charger 
(SoftBank ZTDAAl, marked MITSUMI). 










お願いとごミち意 


■ご利用にあたって 

• USIM 力ードや、 USIM 力ード装着済みの本機を盗 
難-紛失された場合は、必ずお問い合わせ巧 
(なお問い合わせ巧一覽）までご連絡のラえ、緊 
急利巧停止の手続きを行ってください。 

♦事故や故障、修理などにより本機や microSD 力一 
ド® に登録したデー タ (電話帳.画像.音楽など） 
が消失•変化したときの損青につ去ましては、当 
社では責任を負いかねまずのであらかじめご了承 
ください。大切な電話帳などのデータは、控えを 
とっておかれることをおずすめします。 

♦本機は、電液を利用しているため、特に屋内や地 
下街、トンネル巧などでは電波が届きにくくなり、 
通話やデジタルテレビ視聴が困難になることびあ 
ります。また、通話•デジタルテレビ視聴中に電 
波げ態の悪い場所へ移動すると、通話やデジタル 
テレビ映像が急に途切れることがありまずので、 

あ5かじめご了承ください。 

♦本機を公共の場所でご利用いただくときは、周囲 
の迷惑にならないよラにごま意ください。 

♦本機は電液まに定められた無線局です。従って、 
電放まに基づ<検査を受けていただ<ことがあり 
まず。あ日かじめご了承ください。 

♦一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いに 
なっている近くで使巧ずると、雑音が入るなどの 
穀響を与えることがありますので、ごま意くださ 
い。 

♦ microSD 力ード（市販）をご利用される場合は、 
あ5かじめ micmSD 力ードの取扱説明書をよくお 
読みになり、安全に正し<ご使用ください。 


•傍受（ぼうじゅ）にごを意ください。 

本機は、デジタル信号を利用した傍受されにくい 
商品ですが、電波を利巧している関係上、通常の 
手段を超えるちまをとられたとさは第王者び故意 
に榜受するケースちまったくないとは言えません。 
この点をご理解いただいたラえで、ご使用くださ 


い。 

• 榜受とは、無線連絡の内容を第王者が別の受信機 
で故意または偶然に受信ずることです。 
♦インターネットのサイトには、悪質なちのや有善 
なものもちります。特に、個人情報の書き込みな 
どは慎重に行いましよラ。 

※本紙とクイックスタートでは、 「 microSD 力一 
ド」、 「 microSDHC 力ード」を 「 microSD 力一 
ド」と記載していまず。 

■お取り扱いについて 


•本機は防水化様ではありません。水に濡らした 

り、湿度の高い巧に置いたりしないでください。 

• 雨の曰にバッグのかのポケットに入れたり、手で 
持ち歩いたりしないでください。 

• エアコンののを出し□に置かないで<ださい。急 
激な湿度を化により結露し、内部が腐食する場合 
があります。 

• 洗面所などでは巧服に入れないで<ださい。ポ 
ケットなどに入れて、身体をかびめると、巧面巧 
に落としたり、水で 濡5 したりする場合びありま 
す。 

• 海辺などに持ち出ずときは、バッグなどに入れて、 
ミ 毎水びかかったり、直が日光び当たらないよラに 
して < ださい。 

• 汗をかいた手で触ったり、汗をかいた巧服のポ 
ケットに入れたりしないでください。手や身体の 
汗び本機の内部に浸透し、故障する場合びありま 
ず。 


■機能制限について 

本機は、 USIM 力ードが取り付けられていないが態で 
は使用できません。 

■通話中/通信中の制限について 
通話中/通信中は、同時にほかの機能を使用したり 
备種操作を行っている間でち、通話料/通信料びか 
かります。 


♦ 本機の電池パックを長い間がしていたり、電池残 
量のないげ態で放置したりずると、お客様が登録 • 
設定した内容が消失または変化してしまうことが 
ありまずので、ごを意ください。なお、これ6に 
関しまして発をした損善につきましては当社では 
責任を負いかねまずのであ5かじめご了承ぐださ 
い。 

♦本機は温度：日で〜 3 日で、湿度： 3 日％〜 8 日〇/〇の 
韓囲でご使用ぐださい。 

極端な高温や恆温環境、直射日光の当たる場所で 
のご使用、な管は避けてください。 

♦使用中や充電中は本機や電池パックが温かぐなる 
ことびありまずが、異常ではありませんので、そ 
のままご使用ください。 

♦電池バックの使巧ま件によっては、寿命が近づく 
につれて電池パックび膨れることびありますび、 
をを上問題はありません。 

♦カメラ部分に、直射曰光が長時間当たると、内部 
のカラー フィ ルターび変色して、映像が変色ずる 
ことがありまず。 

♦端子びミちれていると接軸が悪くなり、充電不十分 
の原因となりますので、巧れたときは、端子を乾 
いた巧、綿棒などでおいて < ださい。 

♦お手入れの際は、乾いた柔らかい巧で巧いてくだ 
さい。また、アル コー ル、シンナ ー 、ベンジンな 
どを用いると色があせたり、文字が薄くなったり 
ずることがありまずので、ご使用にな6ないで< 
ださい。 

♦本機のディスプレイを堅いをのでこずったり、傷 
つけたりしないよラごま意ください。 

♦本機に無理な力がかかるよラな場所には置かない 
でください。 

• 本機をズボンやスカートの後ろのポケットに入れた 
まま、座席や椅モなどに座 5 ないで<ださい。 

• 荷物のつまった趙などに入れるときは、重たいちの 
の下にな 5 ないよラにごを意 < ださい。 
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■カメラについて 

♦カメラ機能は、一般的なモラルを守ってご使用く 
ださい。 

♦カメラのレンズに太陽の光が進入ずるげ態で放置 
しないでください。レンズの集光作巧により、故 
障の原因となりまず。 

♦大切なシーン（結婚式など）を撮穀される場合は、 
必ず試し撮りをし、画像を再まして正しく撮影さ 
れていることをご確認ください。 

♦カメラを使用して撮影した画像は、個人として楽 
しむ場合などを除去、着作権者（撮影者）などの 
許諾を得ることなく使用したり、乾送ずることは 
で去ません。 

• 撮穀が禁止されている場所での撮影はおやめ < だ 
さい。 

■通話時間/料金の設定について 

ご契約の内容によっては、通話料金表示機能が利用 

でさないことびありまず。 

■お買い上げ時の状態に戻ず操作について 

リセツトした内容は元に戻ずことはでをませんので、 

十分にごま意ください。 

♦設定内容をお真い上げ時のげ態に戻すには、待受 
画面で ®- ►設定-►セキュリティ設を- ► 

設定 y セツト-►端末暗証番号を入力 - ►YES 

♦お客様び登録したデータをすべて消去し、各種機 
能の設定内容をお買い上げ時の状態に戻ずには、 
待受画面で®-►設定-►セキュリティ設を- ► 

才ールリセツト-►端末暗証番号を入力-* • 
YES -^ YES のあと、自動的に再起動を巧います。 


■緊急速報 メールについて 
♦お買い上げ時の受信設定は 「 ON 」 になっており、 
緊急速報メールを受信した際、専用着信音とバイ 
ブレーシヨンでお知6せします。 

♦受信時には、マナーモード設定中でち専用着信音 
び鳴動しまず。 

• 通話中、通信中および電放状態が悪い場合は受信 
でさません。 

♦お客様のご利用環境 •：! 犬況によっては、お客様の 
現在地と異なるエリアに関する情報が受信される 
場合、または受信で去ない場合びありまず。 

♦緊急速報メールを roNj にしている場合、待受時 
間が短くなることがありまず。 

♦当社は情報の内容、受信タイ S ング、情報を受信 
または受信でをなかったことに起因した事故を含 
め、本サービスに関連して発ました損青について 
は、一切責任を負いません。 

■ SSL / TLS について 
SSL (Secure Sockets Layer ) と TLS 
(Transport Layer Security ) とは、データを暗号 
化して送受信ずるためのプ□トコル（通信規約）で 
ず。 SSL / TLS 接続時の画面では、データを暗号化 
し、プライバシーにかかねる情報やクレジットカー 
ド番号、 を業秘密などをををに送受信ずることがで 
き、盗聴、改ざん、なりずましなどのネット上のを 
険か6保護しまず。 

本機では、あ日かじめ詔記機関から発行されたサー 
バー証明書が登録されており、待受画面で®- ► 
Yahoo !- ►設定 （ PC サイトブラウザの場合、 

PC サイトブラウブ- fPC サイトブラウザ設定）- ► 
セキュリティ-►ルート証明書表示か日、証明書の内 
容を確認ずることができます。 


SSL / TLS 巧巧に関ずるごま意 

セキュリティで保護されている情報画面を表示ずる 
場合、お客様は自己の判断と責任において SSL / 
TLS を利用するちのとします。お客様自身による 
SSL / TLS の利用に際し、ソフトバンクおよび認証 
を社である日本べリヴイン株式会社:、サイバートラ 
スト株式を社、エントラストジャパン株式会社、 
GMO グ□—バルサイン株式を社、 RSA セキュリ 
ティ株式を巧、セコムトラストシステムズ株式会 
社、株式会社コモドジャパン 、 Go Daddy . Inc . は、 
お客様に巧し SSL / TLS のを全性に関して何ら保記 
を行ラちのではおりません。 


■位置情報提供に ついて 
本機で、ネットワーク自動調整を巧ラ前に、位置情 
報提供を受信した場合、測位を許可してち、位置を 
測位することができず、検索をした管理者には測位 
失敗が返信されまず。ただし、本機の位置履歴には 
残る場台がありまず。 

ケータイ機能制御/巧置情報提供に関するごま意 
ご契約の内容によっては、ご利用いただけません。 
詳しくは、最寄りのソフトバンクシヨップまたはお 
問い合わせ先（なお問い合わせ先一覧）までご連 
結ください。 

■ Bluetooth ® 機能について 
• 本機はずべての BluetDothA 対応機器との接続/動 
作を保詰するちのではありません。 

• 团 uetoothA 機能を使用した通信時のセキュリティ 
として、 Bluetooth " の標準規樹こ準拠したセキュ 
リティ機能に対応しておりまずが、使用環境や設 
定内容などによってはセキュリティび十分でない 
場台びありまず。 Blueto 日 th 。 機能で通信を巧う際 
はごを意 < ださい。 


• Bluetooth " 通信時に発生したデータおよび情報の 
漏读につ去ましては、責任を負いかねまずので、 
あらかじめご了承ください。 

•本機の BluetoDtlV 機能の周玻数帯では、電子レン 
ジなどの産業-科学-医療巧機器や、工場の製造 
ライン等で使用されている構内無線局、アマチュ 
ア無線局など化；|下、 r 他の無線局」と略す）が運 
用されていまず。他の無線機器との電波干渉を防 
止ずるため、下記の事項にま意してご使用くださ 
い。 

1 . BluetoDt が機能を使用する前に、近くで同じ 
周玻数帯を使用ずる rf 也の無線局」が運用され 
ていないことを i 崔認してください。 

2. 万一、 Bluetooth を 機能の使用にあたり、本機 
と r 他の無線局」との間に電放干渉の事例が発 
をした場合には、速やかに使用場所を変える 
か、 BluetDothA 機能の使用を停止（電液の発 
射を停止）してください。 

3. その他不明な点やお困りのことび起をたとをに 
は、お問い合わせ先（なお問い合わせ先一覧） 
までご連結ください。 

♦周液数帯について 

本機の BluetODt が機能が使用する周液数帯は次の 
とおりでず。 

2.4 FH 1 I •吕 .4 GHZ 帯を使用ずる無線機器 
I — I — I — I でず。を調方式として FH-SS 

■ - ■ ち式を採用し、与干渉距離は 

lOmUTF です。 

• 吕400 MHz 〜2483.己 MHz の全帯域を使用し、 
かつ移動体識別装置の帯域を回避不可であること 
を意味します。 

• ご利用の国によっては团 uetooth " の使用び制限 
されている場合があります。その国/地域の法規 
制などの条件を確認の上、ご利巧ください。 








■次の給表示の区分は、お守りいただ<内容を説明 
していまず。 

内容をよ<理解したラえで本文をお読みください。 


G ) 

禁止（してはいけないこと）を示しまず。 

⑩ 

分解してはいけないことを示しまず。 

(§) 

水がかかる場所で使用したり、水に濡らし 
たりしてはいけないことを示しまず。 


濡れた手で扱ってはいけないことを示しま 
ず。 

〇 

指示に基づ<行為の強制（化ず実行してい 
ただくこと）を示しまず。 

を 

電源プラグをコンセントから巧いていただ 
くことを示しまず。 


A を巧 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 
「死 t または重傷を負ラを険び切迫し 
てをじることび想定される」内容で 
す。 

么警告 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 
「死 t または重傷を負ラ可能性が想定 
される」内容です。 

么注意 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 
「軽傷を負ラ可能性び想定される場合 
および物的損害のみの発をが想定さ 
れる」内容でず。 


まを上のごミち意 
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本機、電池パック、 USIM 力ード、 

巧電器{オプション品)、 
microSD 力ード（オプション品）の 
取り扱いについて供通） 


A ち巧 


0 高温になる場所（乂のそば、暖房器具のそば、 
直射日光の当たる場所、炎天下の車内など） 
で巧電•使用-放置しないで<ださい。 

また、暖かい場所や熱のこちりやずい場所 
(こたつや電気毛巧の中、携帯カイ□のそばの 
ポケット内など）においてち同様のを険があ 
りまずので、充電•放置•使用-携帯しない 
で < ださい。 

機器の変形 • 故障や電池パックの漏液-発熱 • 
発火■破裂の原因となります。また、ケース 
の一部び熱くなり、やけどなどの原因となる 
ことびあります。 

本機に電池パックを取り付けたり、巧電器を 
接続ずる際、ラまく取り付けや接続びできな 
いときは、無理に行わないでください。電池 
パックや端子の向きを確かめてから、取り付 
けや接続を行って < ださい。 

電池パックを漏液■発熱■破裂-発火させる 
などの原因となります。 


分解•改造•八ンダ付けなどお客様による修 
W 理をしないでください。 

火災■けび-感電などの事故または故障の原 
因となります。また、電池パックの漏液•発 
熱■破裂-発火などの原因となりまず。 
電話機の改造は電波法違反となり、罰則の巧 
象とな0ます。 


霜 6さないでください。 

かやべットの尿などの液体び入ったとさに、 
駕れたまま放置したり、ミ需れた電池パックを 
充電すると、発熱•感電•火が•けび-故障 
などの原因となります。 

使用場所、取り扱いにご注意ください。 


〇 本機に使巧する電池パック-充電器-卓上ホ 
ルタ‘一（オプション品）は、ソフトバンクび 
指定したちのを使用して<ださい。 

指定品政がのちのを使用した場合は、電池 
パックの漏液•発熱•破裂 • 発火や、充電器 
の発熱 • 発火 • 故障などの原因となります。 


A 警告 


0 本機-電池パック-巧電器を、加熱調理機器 
(電子レンジなど）-高圧容器（圧力塞など） 

の中に入れたり、電磁調理器 （ IH 調理器）の 
上に置いたりしないでください。 

電池パックの漏液•発熱•破裂-発火や、本 
機と充電器の発熱•発煙•発火-故障などの 
原因となります。 

落としたり、おばた0して、強い 衝撃を 与え 
ないで < ださい。 

電池パックの漏液•発熱•破裂-発火や火災 • 
感電-故障などの原因となります。 

充電端子やが部接続端子、 micr 口 SD 力ードス 
□ットに水やぺットの尿などの液体や導電性 
異物（鈴筆のおや金属片、金属製のネックレ 
ス、ヘアピンなど）が触れないよラにしてく 
ださい。また内部に入れないよラにしてくだ 
さい。 

ショートによる火がや故障などの原因となり 
ます。 



























〇 プ□パンガス、ガソリンなどの引义性ガスや 
粉塵の発生ずる場所（ガソリンスタンドなど） 
では、必ず事前に本機の電源をお切り<ださ 
し、。また、充電ちしないでください。 

ガスに弓 I 火する恐れがありまず。 

プ□パンガス、ガソ U ンなど引火性ガスや粉 
塵の発生する場所で使用すると、爆発や火が 
などの原因となじます。 

使用中、充電中、保管時に、異音.発煙•異 
臭など、今までと異なることに気づいたとき 
は、巧の作業を巧ってください。 

1. 巧電器を持ってプラグをコンセントやシ 
ガーライターソケットから檢いてくださ 
い。 

2. 本機の電源を切って<ださい。 

3. やけどやけがに注意して、電池パックを取 
り外してください。 

異南な状態のまま使用ずると、火災や感電な 
どの原因となります。 


么ま意 


0 ぐ5ついた台の上や傾いた所など、不安定な 
場所に置かないで<ださい。 

落下して、けがや故障などの原因となります。 
バイブレーション（振動）を設定中や充電中 
は、特にご注意ください。 


〇 乳幼巧の手の届かない場所に保管してくださ 
い。 

誤って飲み込んだり、けびなどの原因となり 
ます。 

子供び使巧ずる場合は、保護者が取り扱いち 
法を教えてください。使用中においてち、指 
示どおりに使用しているかをごま意ください。 

けびなどの原因となります。 



電池ノ くックのラベルに記載されている表示により、 
電池の種類を確認した上で、ご利巧•処分をしてく 
ださい。 


表示 

電池の種類 

Li-ion 00 

リチウムイオン電池 


ド^ 乂の中に投下しないで<ださい。 

電池パックを漏液•破裂■発火させるなどの 
原因となります。 

釘を刺したり、 A ンマーでたたいたり、踏み 
つけたり、強い衝撃を与えないでください。 
電池パックを漏液■発熱■破裂-発火させる 
などの原因となります。 

電池パックの端テに、針金などの金属類を接 
軸させないでください。また、導電性異物 
(銳筆のおや金属片、金属製のネックレス、へ 
アピンなど）と一緒に電池パックを持ち運ん 
だり保管したりしないでください。 

電池パックを漏液■発熱■破裂-発火させる 
などの原因となります。 


〇 電池パック内部の液が眼の中に入ったときは、 
こずらず、すぐにきれいな水で洗い流し、た 
だちに医師の診察を受けて<ださい。 

失明などの原因となります。 


A 警告 


〇 電池/くック内部の液が皮膚やを服に付着した 
場合は、ただちに本機の使用をやめ、きれい 
な水で洗い流してください。 

皮膚に傷害を起こすなどの原因となります。 
所定の充電時間を超えてち充電が完了しない 
場合は、巧電を中止して < ださい。 

電池パックを漏液■発熱■破裂-発火させる 
などの原因となります。 

電池パックの使用中•巧電中•保管時に、異真- 
発熱•変色-変おなど、今までと異なること 
に気づいたときは、やけどやけがにま意して 
電池パックを取りがし、さ引こ乂気か6違ざ 
けて < ださい。 

異常な状態のまま使用すると、電池パックを 
漏液■発熱■破裂-発火させるなどの原因と 
なります。 

ぺットが電池パックに陋みつかないよラごま 
意ください。 

電池パックの漏液•発熱•破裂-発火や機器 
の故障•火災の原因となります。 


A ま意 


0 不要になった電池パックは、一般のコ言と一 
緒に捨てないでください。 

端テにテープなどを貼り、個別回収に出すか、 
最寄りのソフ ト バンクショップへお持ちくだ 
さい。 

電池を分別している市町村では、その規則に 
従って処理して<ださい。 



0 自動車、バイク、自輯車などの秉り物の運乾 
中には使巧しないでください。 

乗り物を運乾しなびら携帯電話を使用するこ 
とは、法律で禁止されており、罰則の対象と 
なります。イヤホンマイクをご利用の場合で 
わ、外部の音び聞こえにく<なり、交通事故 
の原因となります。また、都道府県によって 
は条例違反となる場合びあります。運転者が 
使用する場合は、駐停車び禁止されていない 
安全な場所に止めてからご使用<ださい。 
ホが 線 ポートを目に向けて送信しないでくだ 
さい。 

目に影響を与える可能性びあります。 




























まを上のごミち意 


〇 高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子機 
器の近くでは、本機の電源を切って<ださい。 
電子機器び誤動作するなどの影響を与える場 
合びあります。 

《ご注意いたださたい電デ機器の例 
補聴器 • 植込み型む臓ペースメーカ • 植込み 
型除細動器-その他の医用電気機器-火災報 
知器•自動ドア-その他の自動制御機器など 

本機の電液により運航のををにま障を去たず 
恐れびあるため、航さ機内では電源をお切り 
<ださい。 

機内で携帯電話び使用できる場合は、航空会 
社の指示に従い適切にご使用ください。 

む臓の弱いちは、着信時のバイブレーシヨン 
(振動）や着信音量の設定にを意してくださ 
い。 

む臓に影響を与える恐れびあります。 

屋外で使用中に雷が鳴りだした5、ただちに 
電源を切って屋内などのを全な場所に移動し 
て < ださい。 

落雷や感電の原因となります。 


么ま意 


Q 車兩電子機器に影響を与える場合は使用しな 
いでください。 

本機を自動車内で使用すると、車種によりま 
れに車両電子機器に房響を与え、安全走行を 
損なラ恐れがあります。 

本機に磁気カードなどを近づけたり、挟んだ 
りしないでください。 

キャ ッシュ カード-クレジ ッ トカード•テレ 
ホンカード • フ□ッピーディスクなどの磁気 
データび消えてしまラことびあります。 


0 ストラップなどを持って本機をふり回さない 
で < ださい。 

本人や周囲の人に当たったり、ストラップび 
切れたりして、けびなどの事故や故障および 
破損の原因となります。 

着信音が鳴っていると舌や、本機でメ□ディ 
を再生しているとをなどは、スピーカーに耳 
を近づけないで<ださい。 

難聴になる可能性びあります。 

破損したまま使用しないでください。 

火災、やけど、けび、感電の原因となりまず。 


〇 本機の使用により、皮膚に異常がまじた場合 
は、ただちに使用をやめて医師の診察を受け 
て < ださい。 

本機では材料として金属などを使用していま 
す。お客様の体質や体調によっては、かゆみ- 
かぶれ • 湿疹などび生じることびあります。 
(な使用材料） 

本機を長時間ご使用になる場合、特に高温環 
境では熱くなることがありまずので、ご注意 
<ださい。 

長時間肌にふれたまま使用していると、■(氏温 
やけどになる恐れびあります。 

本機を開閉ずる際は、指やストラップなどを 
挟まないよラごを意ください。 

けびなどの事故や破損の原因となります。 
デジタルテレビを視聴すると去は、巧分明る 
い場所で、画面からある程度の距離を空けて 
ごが甲くだか、 

視力低下につながる可能性びあります。 

イヤホンを使用するとをは音量に気をつけて 
<ださい。 

長時間使用して難聴になったり、突然大きな 
音び出てちをいためたりする原因となります。 


巧電器（オプション品）の取 D 巧いについて 


A 警告 


0 充電中は、布やな団でおおったり、包んだり 
しないで < ださい。 

熱びこをって义災や故障などの原因となります。 

指定 L ソがの電源-電圧で使用しないで<ださ 
い。 

指定技がの電源•電圧で使用すると、火災や 
故障などの原因となりまず。 

急速巧電器： AC 100 V 〜24日 V (家庭用 AC 
コンセント専用） 

シガーライター充電器（オプション品）： 
DC 12 V • 24 V (マイナスアース車専用） 

また、ミ毎が旅行用として、市販されている 
「変圧器」は使用しないでください。火災■感 
電-故障の原因となりまず。 

シガーライター巧電器（オプション品）は、 
マイナスアース車専用でず。プラスアース車 
には絶巧に使巧しないでください。 

火災などの原因とな0ます。 

雷が鳴り出した5、巧電器にはちちれないでく 
ださい。 

感電などの原因となります。 


D 黃趕好ツ S な 

感電や故障などの原因となります。 


〇 シガーライター充電器（オプション品）の 
ヒューズが切れたとさは、必ず指定のヒュー 
ズに交換してください。 

指定切がのヒューズを使用ずると、火災や故 
障の原因となります。指定のヒューズに関し 
ては、シガーライター巧電器の取扱説明書で 
ご確認ください。 

プラグにほこりがついたときは、巧電器を 
持ってプラグをコンセントか6巧き、乾いた 
巧などで拭さ取ってぐださい。 

火災の原因とな0まず。 

充電器をコンセントに差し込むときは、卓上 
ホルダーの端子および巧電器のプラグや端子 
に導電性異物（銷筆のおや金属片、金属製の 
ネックレス、ヘアピンなど）び軸れないよラ 
にま意して、確実に差し込んでください。 

感電 • ショート-火災などの原因となります。 


g 長時間使用しない場合は、巧電器を持ってプ 
巧長ラグをコンセントから巧いてください。 

感電■火が-故障の原因となります。 

万一、水やペットの尿などの液体び入った場 
合は、ただちに充電器を持ってプラグをコン 
セントやシガーライターソケットか日巧いて 
<ださい。 

感電•発煙-火災の原因となります。 


_ 逸 J ま意 _ 

0 充電器をコンセントに接続しているとさは、 
引っ掛けるなど強い衝撃を与えないでくださ 
い。 

けびや故障の原因となります。 


























〇 充電器をコンセントやシガーライターソケッ 
卜か6巧くときは、コードを引っ張日ず、巧 
電器を持ってプラグを巧いてください。 

コードを引っ張るとコードび傷つさ、感電や 
火災などの原因となります。 


お手入れの際は、コンセントやシガーライ 
^ターソケットから、必ず充電器を持ってブラ 
グを巧いてください。 

感電などの原因となります。 



ここで記載している内容は、「医用電気機器への電液 
の影響を防止ずるための携帯電話端末等の使用に関 
する指針」（電玻環境協議を[平成9年4月])に準 
拠、な6びに「電波の医用機器等への影響に関する 
調査研究報告書」（平成13年3月 r 社団法人電波産業 
を」）の内容を参考にしたちのです。 


〇 植込み型む腺ペースメーカおよび植込み型除 
細動器を装着されている場台は、ペースメー 
力等の装着部位か 522 cmL ソ上離して携行お 
よび使用してください。 

電波により植込み型む臓ペースメーカおよび 
植込み型除細動器の作勸に影響を与える場合 
びあります。 


〇 自宅療養など医療機関の外で、植込み型む腺 
ペースメーカおよび植込み型除細動器 LU がの 
医用電気機器を使用される場合には、電放に 
よる影響について個別に医巧電気機器メーカ 
などに確認してください。 

電波により医用電気機器の作動に影響を与え 
る攝をびあります。 

医療機関などでは、ムソ下を守ってください。 

本機の電液により医用電気機器に影響を及ぼ 
ず恐れがありまず。 

-手術室-集中治療室（に U ) ■ 冠状動脈疾患 
監視病室に CU ) には、本磯を持ち込まな 
いで < ださい。 

-病棟巧では、本機の電源を切ってください。 

-□ビーなど、携帯電話の使用を許可された 
場所であってを、近<に医用電気機器びあ 
るとさは本機の電源を切ってください。 

-医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止 
などの場所を定めている場合は、その医療 
機関の指示に従ってください。 

満員電車などの混雑した場前こし巧ときは、 

本機の電源を切って<ださい。 

付近に植込み型む臓ぺースメーカおよび植込 
み磐除細動器を装着されている方がいる可能 
性があります。 

電波により、植込み型む臓ペースメーカおよ 
び植込み型除細動器び誤動作するなどの影響 
を与える場合びあります。 


ほ。巧料 


使用箇所►材質/表面処理 


外装ケース：操作ポタン面、ディスプレイ背面、 

電池面 ►A 目 S/UV 塗装 

外装ケース：ディスプレイ面、ヒンジホルダー 

► PC/UV 塗裳 

外部接続端子 

►ステンレス鋼/ニッケルメッキ、金メッキ 

パ部接続端子キヤップ►エラストマ 

カメラパネル、ディスプレイパネル 

► PK/IMA 刀、ードコート 

カメラパネルち起卽 ►A 巨 S 

充電端子►りん青銅/ニッケルメッキ、金メッキ 

操作ボタン：ミ夫定ボタン ► PC / A - ドコート 

操作ボタン：シート部 ►PC 

操作ボタン：その他のポタン ► PC/UV 塗装 

操作ボタン面開閉ストッパー►アクリルウレタン 

着信/充電ランプ ► PC / スズ蒸着、 UV 塗装 

電池カバー：樹脂部分►冉 BS/UV 塗装 

電池カバー：電池収納面シート ►PC 

電池収納面 ►PC 

電池端子：樹脂部分 ►PPS 

電池端子：端子部 

►ベリリウム鋼/ニッケルメッキ、盡メッキ 

電池パック：樹脂部分 ►PC 

電池パック：端子卽 

►ガラスエポキシ基板/ニッケルメッキ、金メッキ 


電池パック：ラべ J レ ►PET 


使用箇所►材質/表面処理 

ネジ（電池カバー内）►鉄/ニッケルメッキ 

銘板シール►ポ U エステル 

micr 口 SD 力ード挿入□:金属部分 

►ステンレス鋼/ニッケルメッキ 

micr 口 SD 力ード挿入□:樹脂部分 ►LCP 






































お買い上げ品の確認 


PINU-H 


■ 1 03 P 本体 



■電池パック （ PMBAS 1) 



■クイックスタート 
■お願いとごま意（本紙) 
■保証書 


>本機の巧電には、ソフトバンクが指定した巧電 
器（オプション品）を使用してください。 

>本機の巧電器および、その他の付属品•オプショ 
ン品につきましては、お問い合わせ巧（なお問 
い合わせ先一覧）までご連結ぐださい。 

>この製品には、リチウムイオン電 
池を使用しています。リチウムイオ 
ン電池はリサイクル可能な貴重な資 
源です。 


鎮 

Li-ion 00 


USIM 力ードには、「円 N コード」と 「 PIN 2 コード」 
といラ吕つの暗証番号びあります。 

お買い上げ時は、 どちらも r 日日日 9」に設定され て 


いまず。 

円 N コード 

第王者による無断使巧防止のため、 
電源 ON 時に入力する4〜8がの暗罰 
番号です。 

円 N 吕 
コード 

通話料金の各設定に使用する暗証 
番号です。 


■ PIN コードの設定 

① 待受画面で®-►設定 

霞 セキュリティ設定-►円 N 詔註-►端末暗話番号を 
入力-►円 N コード入力設定 - HDN (有効)/ 
OFF 触効） 

感 円1\1コードを入力 

-設定中は電源日 N 時に PIN コードを入力しないと 
緊急電話番号 ( 1 10/1 19 / 118 ) 発信を含 
む携帯電話の操作びでをません。 


PUK / PUK 2 □-ドについて 

円 N コードまたは PIN 吕コードの入力を3回間違え 
ると、 PIN / 円 N 2コードび□ックされます 。 PUK 
/ PUK 吕コードは、この円 N □ックを解除するため 
の暗証番号でず。 

♦ PUK / PUK 2 コードについては、お問い合わせ 
% (なお問い合わせ先一覧）までご連絡くださ 
い。 


暗証番号について 


本機の使用にちたつては、次の暗証番号が必要にな 
ります。 


端末 

暗証番号 

4〜8がの暗証番号で、各機能を操 
作するときに使用します。 
(お買い上げ時は「999日」に設定 
されています） 

交換機用 
暗証番号 
饼着信規制 
用暗証番号） 

ご契約時に登録する4巧の番号で、 
オプションサービスを一般電話か 
ら操作するとさや、発着信規制 
サービスの設定、インターネット 
の有料情報の申し込みの際に使用 
します。 


■端末暗証番号の変更 
① 待受画面で®一設を 
霞セキュリティ 設定-►暗訪番号を更 
感 現在の端末暗話番号を入力-►新しい端末暗話番 
号を入力- ►YES 

■交換機用暗証番号（発着信規制用暗証蚕 
号）の変更 

暗証番号を変更ずるには手続きが必要となりまず。 
(なお問い合わせ先一覧） 


•各暗証番号はお忘れにならないよラにご注意く 
ださい。万一お忘れになった場合は、所定の手 
続をび必要になります。詳しくは、お問い合わ 
せ先（なお問い合わせ先一覧）までご連絡くだ 
さい。 

♦各暗証番号は他人に知られないよラにご注意< 
ださい。他人に知られ悪巧されたとをは、その 
損害について当社では責任を負いかねますので、 
あらかじめご了承 < ださい。 


•各機能で暗証番号の入力を間違えると間違いを 
知5せるメッセージが表示されまず。操作をや 
り直してください。 

♦交換機用暗証番号（発着信規制用暗話番号）の 
入力を3回続けて間違えると、発着信規制ヴービ 
スの設定を要びできな<なります。この場合、 
交換機用暗証番号（発着信規制用暗話番号）の 
変更び化要となりまずので、ごを意ぐださい。 
詳しぐは、お問い合わせ巧（なお問い合わせ巧 
一覧）までご連絡ください。 

♦ L ソ前、携帯電話か6発着信規制用暗話番号を変 
要されたお客様は、発着信規制を設定する際に、 
そのを要された番号を入力してください。 















ソフトウェア更新 


ネットワークを利用して本機のソフトウェア更新が 

化要かどラかを確認し、必要なとさには更新びでさ 

まず。 

♦醒認/更新には、通信料はかかりません。 

•電池びフル充電の状態（充電してち着信/充電 
ランプび点打しないが態）で巧ってください。 

• ソフトウェア更新は電波状態のよいところで、 
移動せずに行ってください。 

•ソフトウェア更新中は、ほかの機能は操作でさ 
ません。 

♦必要なデータはソフトウェア更新前にバック 
アップすることをおすすめしまず（一部ダウン 
□ードしたデータなどは、バックアップでをな 
い場合ちあります)。ソフトウェア更新前に本機 
に登録されたデータはそのまま残りますび、本 
機の状況（故障など）により、データび失われ 
る可能性びあります。データ消失に関しては、 
当社は責任を負いかねますので、あらかじめご 
了承ください。 

♦ソフトウェア更新中は絶础こ電池パックや 
USIM カードを取りがしたり、電源を切らない 
でください。更新に失敗することびあります。 

♦ソフトウてア更新に失敗すると、本機び使用で 
をなくなることびあります。その場合はお問い 
合わせ先（なお問い合わせ先一覽）までご連絡 
<ださい。 


①待受画面で®一設定-►—般設を- ► 

ソフトウエア更新-►ソフトウエア更留 
圖 [ Yes ] 

霞画面に従って操作 

更新用データのダウン□ード完了を、自動的に再起 
動を行い、ソフトウェア更新が開始されまず。 
r ソフトウェア更新完了しました。」と表示されたあ 
と、再ぴ再起動を行い、更新完了のインフォメー 
シヨンび表示されます。 

ソフトウ I ア更新後に再起動しなかった場合は、電 
池パックをいったん取り列したあと再度取り付け、 
電源を入れ直してください。それでち起動しないと 
さは、ソフトバンクの故障受付（なお問い合わせ 
先一覧）にご相談<ださい。 


をな仕様 


■ 1 03 P 本体 


質量 （電池パック装着時） 

約 1 1 日吕 

サイズ（閉じた状態） 

約己 0 X 10 吕 X 

16 .日（最薄部） 

/18 (最厚部） mm 

連続待受時間 

3G 

約 63 日時間 

GSM 

約 3 目日時間 

連続通話時間 g ' 2 

3G 

約 230 分 

TV コール 

約 1 日日分 

GSM 

約 230 分 

デジタルテレビ 
視聴時間 

通常時 

約巳. 2 已時間 

ECO モード時 

約 6 .日時間 

巧電時間^ 

約 13 日分 

最大出力 

3G 

日. 2 巳邮 

GSM 

2 .日 W 


充電を満たした新品の電池バックを装着し、本機を閉じ 
た状態で通話や操作をはず、電波を正常に受信でさる状態で 
算出した、時間の目安。緊急速報メールを 「 ON 」 にしている 
場合、待受時間び短くなることびあります。《2充電を満た 
した新品の電池パックを装着し、電波を正常に送受信でさる 
状態で算出した、通話に使巧できる時間の目安。《3電波を 
正常に受信できる状態で、イヤホンマイクを使用して視聴で 
をる時間の目安。《4本機を温度已 t ) 〜35での範固で充電し 
た場合の目ま。 

参本機は、 3 G 方式と GSM ち式に対応しております。参上記 
は、電池バック装着時の数値です。•電池の充電状態、機能 
設定状況、気温などの使用環境や利用場所の電波状態などに 
より、ご利用可能時間び変動します。 ♦ S ! アプリを起動させ 
た状態での通話時間および待受時間は著しく短くなることび 
あります。 

■電池パック 


霞 圧 

3.7 V 1 容量 1 SOOmAh 

使用電池 

1」チウムイオン電池 

サイズ 

約4巳 X 4.巳 X 37 mm 


参定格/仕様およびが観は、性能向上のためず告なく変更ず 
ることびあ0ます。 


保証と アフターサービス 


■保証について 

本機をお買い上げしがだいた場合は保証書び付いて 

お0ます。 

♦お買い上げ店名、お買い上げ日をご確認くださし、。 

♦内容をよくお読みの上、大切に保管してください。 

♦保話期間は、保証書をご覧ください。 

修理を依頼される場合、お問い合わせ巧 
(なお問い合わせ先一覧）または最寄りのソフト 
バンクショップへご相談ください。その際できる 
だけ詳しく異常の状態をお聞かせください。 

♦保証期間中は保訪書の記載内容に甚づいて修理い 
たしまず。 

♦保証期間後の修理につきましては、修理により機 
能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理い 
たしまず。 


本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通 
話などの機会を逸したために、お客様、または第兰 
をが受け 6 れた損害につまましては、当なは責任を 
負いかねますのでち 6 かじめご了承ください。 
•故障または修理により、お客様が登録/設定し 
た内容が消失/を化ずる場合げありますので、 
大切な電話帳などは控えをとっておかれること 
をおずずめしまず。 

なお、故障または修理の際に本機に登録した 
データ（電話帳/画像/音楽など）や設定した 
内容げ消失/を化した場合の損害につきまして 
は、当社は養任を負いかねますのであ 5 かじめ 
ご了承ください。 

•本製品を分解/改造ずると、電巧法にふれるこ 
とびあります。また、改造された場合は修理を 
お引を受けでをませんので、ごま意ください。 
アフターサービス についてご不明な点は、最畜り 
のソフトパンクショップまたはお問い合わせ巧 
(なお問い合わせ巧一覧）までご連絡ください。 





























